
第3回グループホーム
Cruto運営推進会議

令和元年９月１３日（金）10時～



(１)事業所の活動状況の報告
・利用者概要
在籍数：1５名（男性：6名 女性：９名）

・入院/退去
入院1名（９/４より入院中）
退去1名（6/２６より入院、８/９退去：療養型病棟への入院のため）

・平均介護度
3.１ (介護1:3名 介護２:3名 介護3:２名 介護4:４名 介護5:３名)

・平均年齢
82.５歳 （男性：84.3歳 女性：81.２歳）



・入居申し込み状況

待機者：4名 ⇒入居決定者1名

・稼働状況

4月:44.4% 5月:66.7% 6月:77.8% 7月:77.8%
８月：81.7％ ９月：83.3％

・催し物やイベントなど

８月：カラオケ機導入
９月：秋祭り開催



(2) ヒヤリ・ハットの報告









(2-1) 事故報告









再発防止のに向けた取り組み

• インカムを使用した情報共有。

• 精神科訪問看護師や精神科Drとの情報共有、対応のアドバイスを頂きな
がら対応する。

• ベッドを除去し、畳敷きに布団という臥床スタイルにするなど臨機応変
な対応を検討する。

• 認知症の病態や認知症の方々の事を正しく知り、上手なかかわり方声掛
けができるよう、勉強会の実施。

• 赤外線センサーや自動施錠、防犯カメラ設置による離設対応の強化実施



玄関・フロアに設置

その他

・監視カメラ（室内・外）10台
・テレビモニター 2台
（フロア・スタッフルーム）

・警報装置 2台
（両側の廊下 非常口）

これらも設置済です。



(2-2)身体拘束の状況

• 現在の身体拘束状況

センサーマット使用者：2名

センサーコール使用者：3名

グリップセンサー使用者：1名

安全ベルト装着者：1名

入居前に転倒転落歴がある人：6名

入居後に転倒した人：4名 ９月１３日現在



身体拘束廃止に向けた取り組み

• 不必要な身体拘束となっていないか、日々の記録で身体拘束についての
アセスメント分析・考察を行い廃止の検討をしている。

• また、身体拘束以外の対処法がないか、方法は適切か、ルーチン化しな
いよう日々の業務の中でも討議している。

• ナースコールの認識ができるよう、退室時に声掛けや指導、絵による表
示なども継続して行っている。

• スタッフが身体拘束について正しい知識を持って対応できるよう、研修
の参加や勉強会開催（年に二回以上）を行う。

• 身体拘束の会議開催（2～3か月に一回実施）⇒6月に実施。



(３)その他
・テレビ設置について
自室へのテレビ設置に対する要望が多かったため、
各部屋へのテレビ設置を可能としました。

※テレビ・テレビ台等についてはご家族様のご負担になります。

・おむつの定額制の検討について
現在、おむつ業者の方と打ち合わ中です。


